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Ⅰ　背景・目的

　IBD患者は寛解と再燃を繰り返しながら長い闘病生活を余儀なくされ、就労に影響するケースも少な

くない。IBD患者の就労支援における医療者へのニーズや実態を把握し、就労支援における看護師の役割

について検討する。

Ⅱ　方法　

　IBD疾患を罹患している患者の中で、A病院消化器内科に外来通院する20歳以上の319名を対象に外

来受診日に配布するか郵送にて無記名自記式アンケート配布し単純集計する。また、IBDQを用いて健康

関連QOLを評価した。

Ⅲ　結果・考察

　回答は現時点で146名より得られ、引き続き調査を継続している。

　就労において、医療者からの支援を期待するかという質問に対して、支援を希望するものは37名と約3

割程度であった。外来通院にて健康管理が図れる患者の多くは、就労においても大きく困っていない事

がわかった。IBDQとの関連から見た時に、支援を期待するものにおいてもQOLに明らかな差は認めな

かった事を考えると、患者1人1人の環境や生活背景が関連しているのではないかと考察する。また、この

結果のうち、20代の約7割が就労において医療者からの支援を希望するといった結果が出た。疾患に罹患

してから間もなく疾患管理においても慣れない若い患者が、就労においても困難さを感じている事が多

い事が明らかになった。
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